
化学工学会第 42回秋季大会 
同志社大学，今出川キャンパス，2010年９月６日～８日 

材料・界面討論会「材料創成と界面現象」 
オーガナイザー：宍戸昌広(山形大)，塩盛弘一郎(宮崎大)，山村方人(九工大)

【趣旨】部会設置から試行期の数年を経たいま，材料プロセスと界面制御工学の重要性はさらに強く
認識されるようになってきた。従来より分科会をコアに議論されてきた個々の分野に加え，研究者個
人が発見的に掘り下げた研究結果を議論の俎上に上げるための総合シンポジウムを提供するのが，
本部会主催シンポジウムの役割となろう。なお，活発な討論を期待すべく，本シンポでは「発表１２分
＋討論８分」の時間配分とし，「討論できる方」にご登壇を願う。また，本シンポは「ポスターセッショ
ン」と一体に構成されるものであり，プログラム編成上，ポスター発表への変更もあり得ることをどうか
ご了承願いたい。 

材料・界面討論会ポスターセッション「材料創成と界面現象」 
オーガナイザー：宍戸昌広(山形大)，塩盛弘一郎(宮崎大)，山村方人(九工大)

【趣旨】恒例どおり，材料界面部会では，各分科会での主幹テーマ，関連テーマ，およびそれらを繋
ぐ分野横断型テーマから萌芽的な研究テーマまで，ポスター発表を幅広く募集する。また，学生発
表者対象にポスター賞の選考も行う予定である。多くの研究者のふるっての参加と活発な討論，意
見交換を期待する。なお本シンポは，形式上，別個のシンポとなっているものの，部会討論会シンポ
と一体に運営されるものである。 

時間および件数： 
材料・界面討論会「材料創成と界面現象」 

９月６日（月）9:20 -  16:20 展望講演３件，一般講演 13件 
９月７日（火）9:00 -  12:00 一般講演９件 
９月８日（水）9:00 -  16:00 一般講演 21件 

材料・界面討論会ポスターセッション「材料創成と界面現象」 
９月７日（火）13:00 -  15:00 ポスター発表 47件 

 本年度より，部会関連のシンポジウムを見直すことになった。基本的な変更点は以下の通
りである。 
１）部会全体のシンポジウムには基本的に初日午前中に３件の展望講演を割り当てる。その
内訳は，現部会長の講演，２つの分科会からの推薦の形の２件である。部会長の講演は，部
会のこれからのあり方などの話題を，分科会からは，その分科会関連のホットなテーマなど
とする。 
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２）部会全体のシンポジウムに関しては，発表を 12分，討論を７分，交代１分として，きち
んとした学術的議論が出来るようにする。そのために，きちんとした議論の可能な発表者に
登壇頂く。 
３）分科会主催のシンポジウムは，可能な限り部会シンポと直列に運営して頂き，部会関連
のシンポジウムでの講演がすべて聴講可能にする（実際には不可能と思われる）。 
４）これまでは，部会全体シンポジウムの口頭発表枠からあふれた申し込みの受け皿的な印
象が強かったポスターセッションを，きちんとした議論の出来る場として充実させる。さら
に，学生の発表ポスターを教員（部会幹事，その他）が評価して，優秀賞を授与する（これ
は以前から行っていた）。 

 こうした考え方に基づき，上記のような部会シンポジウムの趣旨を掲げ，講演を募集した
ところ，口頭発表 43件，ポスターセッション 48件（うち一件は発表取り消しで，最終的に
47件）の申し込みがあった。 
 さて，「材料創成と界面現象」というタイトルのシンポジウムを，同じタイトルでここ数年
開催している訳だが，集まった講演タイトルをざっと眺めると，やはり，広く浅くといった
感は否めない。部会の生い立ちそのものが，いくつかの研究会を分科会として，それらを一
緒にした形でのスタートであるから，多少は仕方のない面もある。オーガナイザー３人でメ
ールをやり取りしながら，講演内容にしたがって講演を分類し，それをタイムテーブルに貼
り付けて，さらに適任と思われる座長候補者を割り当てていった。 
 プログラムを見れば，たしかにほとんど全てのテーマが界面や界面での物理化学的現象に
関連したものである。分野としては，粒子調製と粒子による構造形成に関する話題が多かっ
た。しかし，やはりその対象が多岐に渡るために，一定数以上の聴衆を長く引きつけておく
ことが難しく，初日午前中の展望講演こそ 100名に近い来場者があったものの（講師の先生
をご紹介頂いた塩井先生，山村先生に感謝します），午後からの一般講演は多くても 60- 80
名程度，少ない場合（二日目の昼近く，三日目の午前，午後）には会場の後方の席 1/3程度
に 20名ほどと少々寂しいものがあった。 
 今回，部会シンポジウムの報告書作成ということで，初日から最終日の最終講演まで一箇
所の会場に座り，全ての講演を聴講した。恐らく初めての経験である。当然，フォローし切
れない内容も多かった。シンポジウム全体を通しての感想は，12分，７分の時間配分はおお
むね巧くいったように思われる。もちろん，中には，討論時間が余って，座長が苦慮する場
面もあったが，かなり突っ込んだ議論が展開される場合もあり，「研究者」としての満足度は
高いものだった。もし，来年度も同様の時間配分にするなら，議論の少ない場合には 1-2分
余った状態でも打ち切って構わないのではないかと思う。中には，白熱して少々時間超過し
た講演もあったのだから。 
材料調製に関する講演を聴いた場合，多少なりとも「化学工学」というものに係ってきた
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身としては，どうしても「この材料を大量に製造するにはどんなプロセスが必要か？」とい
った視点で観ることが多い。講演に，そういった視点からの研究が少ないことが個人的には
少し気になった。 
 最後に，部会の全体シンポジウムに関する私見を述べさせて頂く。今のままでは，部会全
体シンポジウムがどうしてもアラカルト的なものになっているので，来年度からは，部会全
体シンポは展望講演のみとしてはどうか？で，展望講演を担当しない分科会は分科会シンポ
ジウムを開催するということにすれば，負担は軽減する。もちろん，シンポジウムを開催し
ても構わない。その辺りは分科会に一任する。 

 一方で，部会のポスターセッションであるが，意外な（失礼！）盛り上がりを見せた。47
件という数もさることながら，そのタイトルが，口頭発表よりも個人的には興味深いものば
かりであった。生憎，ポスター賞の審査もあり，ひとところで長く議論できなかったが，そ
れでも興味を惹かれたテーマに関しては 10分程も議論させて頂いたポスターもあった。発表
者の学生にとっても，口頭での発表よりも，様々な議論が出来て有意義だったのではないか
と思う。 
 こちらも来年度に向けての提言をさせて頂く。来年度は，ポスターセッションを二部構成
にするなどして，より充実させる方向で検討してはどうかと考える。さらに，2 分程のフラ
ッシュ発表を加えることで，学生にとっての学会がさらに有意義なものになると思われる。 

（文責：宍戸） 

以下は参考までに，部会の他の分科会で主催したシンポジウムとその開催趣旨である。 

晶析操作と界面現象に関するシンポジウム（材料・界面部会） 
オーガナイザー前田光治(兵庫県大)，白川善幸(同志社大

【趣旨】材料界面部会の晶析分科会が中心となり、晶析操作における新しい界面を利
用した操作や界面における物理化学的現象研究について幅広い研究分野にわたるシ
ンポジウムを企画します。シンポジウムの構成は、界面や晶析に関する基調講演を６
件ほどと一般講演２０件ほどの規模を予定している。 

化学工学的視点に基づいた高分子材料開発（材料・界面部会） 
オーガナイザー長嶺信輔(京都大)，森貞真太郎(東工大)

【趣旨】分子、ナノスケールでの構造形成過程における平衡論、速度論から成形加工における移動
現象論まで、高分子材料プロセスにおいて化学工学的な視点が強力な武器となり得ることは言を待
たない。本シンポジウムでは、無機も含む広義の高分子材料を対象に、ナノ、マイクロ構造制御から、
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成形、アプリケーションまで、化学工学的な視点から包括的な議論を行うことを主旨とし、広く講演を
募集する。学生による発表も歓迎するが、プログラム編成上，ポスター発表への変更もあり得ることを
ご了承願いたい。 
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化学工学会第 42回秋季大会 

シンポジウム「化学工学的視点に基づいた高分子材料開発」報告書

本シンポジウムは招待講演 1 件、一般講演 9 件で構成され、秋季大会初日午後に開催され
た。招待講演として大阪工業大学の藤井秀司先生に高分子微粒子を分散安定化剤とした長
寿命の気泡や水滴（ドライウォーター）についてご講演いただいたところ、立ち見が出る
ほどの大盛況となり、この分野への関心の高さが窺えた。一般講演では、件数自体は少な
いながらもレオロジーから発泡、マイクロカプセル、静電紡糸などの材料創製、環境応答
性高分子、ゲルの応用まで多彩な分野の報告があり、高分子材料開発における基礎から応
用まで包括的にカバーするという目的は果たせたと考える。

オーガナイザー
京都大学 長嶺信輔
東京工業大学 森貞真太郎
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化学工学会第 !" 回秋季大会#

名古屋工業大学# $%&&年 ' 月 &! 日～&( 日#

シンポジウム!! 㸺ᮦᩱ࣭⏺㠃ウㄽࠕᮦᩱᡂ⏺㠃⌧㇟ࠖ㸼

!ーࢨイࢼ࢞ー࢜ ! ᒣᮧ᪉ே㸦ᕞᕤ大㸧࣭ ྜྷ⏣ᫀᘯ㸦㮵ඣᓥ大㸧࣭ Ύ⏣ె⨾㸦ᮾὒ大㸧

࠙趣旨ࠚ

ᮦᩱプࣟࢫࢭ⏺㠃ไᚚᕤ学の㔜せᛶࠎ┈ࡣᙉࡃㄆ㆑され࠺ࡼࡿに࡞ってࠊࡾ࠾⥅⥆ᑂ

ᰝࢆ⤒たᮏ㒊ࡣ㸰ᮇ┠ࢆ㏄ࡿ࠼。ศ⛉ࢆコに㆟ㄽされてࡁたಶࠎのศ㔝のⓎ表にຍ

どⅬで㆟ㄽのಋୖ࠸ᗈࠊࢆたⓎ表ࡆୗࡾ᥀ಶேが⪅✲◊ࢆᚋのᒎᮃศ㔝の㐍ᒎྛࠊ࠼

にୖࡿࡆ⥲ྜシンポジウムࢆᥦ౪ࡿࡍのがࠊᮏ㒊催シンポジウムのᙺ࠺ࢁ࡞。

Ⓨ表㸯㸰ศ㸩ウㄽ㸶ศࠕࡃࡍᮇᚅࢆウㄽ࡞άⓎࡣでᮏシンポでࡇࡑ のࠖ㛫㓄ศࡋ㸪ࠕウ

ㄽでࡿࡁ᪉ࠖにࡈⓏቭࢆ㢪࠺。! యにᵓᡂさ୍シࣙンࠖࢵࢭーࢱࢫポࠕࡣᮏシンポࠊたࡲ

れࡶࡿのでࠊࡾ࠶プࣟࣛࢢム⦅ᡂୖࠊポࢱࢫーⓎ表のኚ᭦ࡾ࠶ࡶᚓࡈ࠺ࢆࡇࡿ

ᢎ㢪࠸た࠸。

࠙シンポジウム開催会場、開催日時、発表件数などࠚ

大㸯日┠!

" ሙ! 㸷月㸯㸲日㸦Ỉ㸧㸷㸸㸮㸮－㸯㸵㸸㸮㸮! ౫㢗ㅮ₇㸱௳୍ࠊ⯡ㅮ₇㸯㸳௳!

大㸰日┠

" ሙ! 㸷月㸯㸳日㸦ᮌ㸧㸷㸸㸮㸮－㸯㸰㸸㸮㸮! ୍⯡ㅮ₇㸷௳!

大㸱日┠!

" ሙ! 㸷月㸯㸴日㸦㔠㸧㸷㸸㸮㸮－㸯㸵㸸㸮㸮! ୍⯡ㅮ₇㸰㸯௳!

㸦ࡕ࠺ㅮ₇୰Ṇ㸯௳ྵࡴ㸧

࠙シンポジウム報告内容ࠚ

ᅇのシンポジウムでࠊࡣሬᕸᢏ⾡ศ⛉ࡾࡼᒣᮧ᪉ேඛ⏕ࠊ㧗ศᏊࣟࣀࢡࢸࣝࢤジー

ศ⛉ࡾࡼΎ⏣ె⨾ඛ⏕ࠊᶵ⬟ᛶᚤ⢏Ꮚศ⛉ྜྷࡾࡼ⏣ᫀᘯඛ⏕が࢜ーࢼ࢞イࢨー࡞っ

た。シンポジウム開催の㊃᪨にっྲ୍ྀࠊࡾ⯡ㅮ₇のເ㞟ࢆເ᭱ࠊࡾ⤊ⓗに୍⯡ㅮ₇ࢆ㸲

㸳௳㸦ࡕ࠺㸯௳ࡣㅮ₇୰Ṇ㸧ࡇࠊࡋれࢆ㸱日㛫開催されࡿシンポジウムにプࣟࣛࢢム⦅

ᡂࡋࡲ࠸⾜ࢆた。ᒣᮧඛ⏕ࢆ୰ᚰにプࣟࣛࢢム⦅ᡂࡸᗙ㛗౫㢗࢜ࠊ࠸⾜ࢆーࢼ࢞イࢨー㛫

の࣓ーࣝのࡾࡾࡸで᭱⤊プࣟࣛࢢムࢆసᡂࡋࡲࡋた。ࡲたࠊ年ᗘの⛅Ꮨ大にࡿࡅ࠾

౫㢗ㅮ₇ࢆᢸᙜࡿࡍศ⛉ࠊࡣᶵ⬟ᛶᚤ⢏Ꮚศ⛉ࠊᬗᯒศ⛉ࠊ㧗ศᏊࣟࣀࢡࢸࣝࢤジ

ーศ⛉ྛࠊࡾ࠶ศ⛉௦表のඛ⏕ࡈࡽㅮ₇࠸たࡍࡲࡁࡔㅮᖌのඛ⏕ࡈࢆ᥎⸀࠸たࡁࡔ

᮶ሙࡪ㸯㸮㸮వྡにཬࠊジࣗーࣝでᐇされࢣࢫ大ึ日の௨ୗのࠊࡣた。౫㢗ㅮ₇ࡋࡲ

資料3H	>ß>ÌD�



⪅がࡋࡲࡾ࠶た。

!ẘᛶࠖࠊࡳ㎸ࡾྲྀࠊ╔の┦స⏝$⬊⣽≀ືᚤ⢏Ꮚࠕ#&$#"%##$#"

!' 京大㝔ᕤ(! ᪂ᡞ! ᾈᖾ! Ặ!

'᪉ࠖ࠼⪄のࡘ୍ࡿࡍ㐣㣬⁐ᾮの‽Ᏻᐃᛶに㛵ࠕ#($""%#&$#" ᒾᡭ大(! 久ಖ⏣! ᚨ! Ặ!

!ࠖࢱー࢚ࣗࢳࢡࣝࢤග㥑ືࡿ࡞ࡽー࣐ポࣜࢡࢵ࣑ࣟࢡࢺ࢛ࣇࠕ##$("%#($""

' ⏘⥲◊(! 㡲! බ㞝! Ặ!

! ྛศ⛉ࡈࡾࡼ᥎⸀࠸た࠸ࡔたㅮ₇⪅のඛ⏕にࠊࡣ㛵㐃ࡿࡍ㠀ᖖに⯆῝࠸ヰ題ࡸᡂᯝ

。たࡋࡲࡁࡔた࠸ㅮ₇ࡈࢆ

୍⯡ㅮ₇でࠕࠊࡣ⏺㠃での≀⌮学ⓗ⌧㇟ࠖࠕࡸᚤ⢏Ꮚㄪ〇ࡧࡽ࡞にᵓ㐀ไᚚࠖに㛵ࡋて

のヰ題が୰ᚰでࠊࡾ࠶༑ศ࡞㆟ㄽࡸウㄽ࠺⾜ࢆたࡵにࠊプࣞࢮン㛫㸯㸰ศࠊ㉁ᛂ⟅࣭

ウㄽ㛫㸶ศ㸦ࡕ࠺㸯ศࡣ௦㛫ࡴྵࢆ㸧でᐇࡋࡲࡋࢆた。ウㄽࡿࡍࢆたࡵの㛫が

さࢆ㉁ၥࠊ⪅ㅮ₇ࠊࡾ࠶ࡶሙྜࡿ㆟ㄽがᒎ開されࡔࢇっ㎸✺ࡾ࡞ࠊࡽࡇࡿ࠸れて

れた᪉ࠊ᮶ሙ⪅ࡶᚓࡽれࡿሗがከったのでࡣᛮわれࡍࡲ。ㅮ₇ሙࡣ㸱日㛫ࢆ㏻ࡌ

て㸶㸮㹼㸯㸮㸮ྡに㏆࠸᮶ሙ⪅が୍ࠊࡾ࠶⯡ㅮ₇ࡣ┒ἣで࠶ったࡶのᛮわれࡍࡲ。

シンポジウム! 㸺ᮦᩱ࣭⏺㠃ウㄽポࢱࢫーࢵࢭシࣙンࠕᮦᩱᡂ⏺㠃⌧㇟ࠖ㸼

!ーࢨイࢼ࢞ー࢜ ᒣᮧ᪉ே㸦ᕞᕤ大㸧࣭ ྜྷ⏣ᫀᘯ㸦㮵ඣᓥ大㸧࣭ Ύ⏣ె⨾㸦ᮾὒ大㸧!

࠙㊃᪨ࠚ年㏻ྛࡾศ⛉でのᖿࢸー࣐㸪㛵㐃ࢸー࣐㸪ࡑࡧࡼ࠾れࡄ⧄ࢆࡽศ㔝ᶓ᩿ᆺ

⪅シࣙン୰に学⏕Ⓨ表ࢵࢭ。ࡿࡍ㇟ᑐࢆ✲◊࠸でᖜᗈࡲ࣐ーࢸ✲◊࡞ⴌⱆⓗࡽ࣐ーࢸ

࠸って࡞㸪ᙧᘧୖ㸪ูಶのシンポࡣᮏシンポジウム。࠺⾜ࢆ⪄ー㈹の㑅ࢱࢫᑐ㇟にポࢆ

!。ࡿࡍయで㐠Ⴀ୍のの㸪㒊ウㄽシンポࡶࡿ

࠙シンポジウム開催ሙࠊ開催日ࠊⓎ表௳ᩘࠚ࡞!

大㸰日┠!

* ሙ! 㸷月㸯㸳日㸦ᮌ㸧㸯㸱㸸㸮㸮－㸯㸳㸸㸮㸮! ポࢱࢫーⓎ表㸱㸵௳!

࠙シンポジウムሗ࿌ෆᐜࠚ!

ሬᕸᢏ⾡ศ⛉ࡾࡼᒣᮧ᪉ேඛ⏕ࠊ㧗ศᏊࣟࣀࢡࢸࣝࢤジーศ⛉ࡾࡼΎ⏣ె⨾ඛ⏕ࠊ

ᶵ⬟ᛶᚤ⢏Ꮚศ⛉ྜྷࡾࡼ⏣ᫀᘯඛ⏕が࢜ーࢼ࢞イࢨー࡞ってࠊシンポジウム㸺ᮦᩱ࣭

⏺㠃ウㄽࠕᮦᩱᡂ⏺㠃⌧㇟㸼୍యで⾜࠺㊃᪨でポࢱࢫーࢵࢭシࣙンࢆ⏬࣭開催

た。ᮏ⦅のウㄽࡋཧຍ⪅㸯㸮㸮ྡ௨ୖの大┒ἣでࠊ௳Ⓨ表௳ᩘ㸱㸵ࠊた。ᙜ日ࡋࡲࡋ

同ᵝに͆ࠊ ᮦᩱ࣭⏺㠃͆࢟ࢆー࣡ーࡿࡍࢻᖜᗈ࠸◊✲がሗ࿌されࠊ᭷ព⩏で࠶った。ࢵࢭ

シࣙン୰に㒊ᖿࡴྵࢆᑂᰝဨ㸰㸵ྡにࡾࡼポࢱࢫー㈹のᑂᰝࡋࡲ࠸⾜ࢆた。ᑂᰝ᪉ἲ

ࢆ㒊ᖿのᢎࠊにࡶࡿࡍー㛫で༠㆟ࢨイࢼ࢞ー࢜てࡋ៖⪄ࢆ᪉ࡾࡸᚑ᮶のࠊࡣ
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ᚓてỴᐃࡋた。ྛᑂᰝဨにࡣポࢱࢫー㈹ೃ⿵⪅᭱ࢆ大で㸳௳㑅ࢇで㡬ࡁ㸦グྡᘧ㸧ྜࠊィⅬ

の㧗࠸ポࢱࢫー㡰にཷ㈹⪅ࢆỴࡿࡵ᪉ᘧࢆ᥇った。年ࠊᑂᰝ⤖ᯝ࠸࡞ࡘࣛࣂࡣの

ሗࢆᚓて࠸たがࠊᅇࡶᑂᰝ⤖ᯝࡑࡣれࠊࡎࡘࣛࣂᑂᰝࡿࡍഃࡋてのⱞປ࡞ࡣ

った。ᙜึࠊ㒊㛗のᢎㄆࢆᚓてཷ㈹⪅ᩘ㸲ྡỴࡵてᑂᰝに⮫ࡔࢇがࠊ᥋ᡓが࠶ったた

ࡧࡽ࡞㒊㛗ࠊでࡕ࠺៖の⪄ࡣ㸯ྡ⛬ᗘのཷ㈹⪅ᩘのቑຍࡿࡼた㸦᥋ᡓにࡋ㑅ฟࢆ㸳ྡࡵ

に㒊のゎࢆᚓた㸧。ポࢱࢫーࢵࢭシࣙン⤊ᚋࠊウㄽࢆ⾜った +ሙࢆ⏝ࡋてᤵ㈹

ᘧࢆ⾜った。ᤵ㈹ᘧでࠊࡣ㈹≧グᛕရが㒊㛗ࡽ㉗࿊された。ᙜึࠊ㸲ྡのཷ㈹ࢆண

ᐃࡋグᛕရࢆ‽ഛࡋて࠸たたࠊࡵ㸳ே┠のཷ㈹⪅のグᛕရࡣᚋ日࠾㏦ࡋࡇࡿࡍࡾた。

グࡧた。㈹≧ཬࡋでࡲ௳୍ࡣのཷ㈹ࡽ同୍の◊✲ᐊࠊࡳ㚷ࢆー㈹の㊃᪨ࢱࢫポࠊ࠾࡞

ᛕရࡣ㒊ົᒁにて⏝ពされた。ᅇのཷ㈹⪅' 学⏕࣭㡰同ࠊᩗ⛠␎(ࠊࡣⲈᇛ大ᕤ࣭

⸨ဏᑑ⨾ࠊᚨᓥ大㝔ඛ➃ᩍ⫱࣭∦ᒣᜨࠊᮾ大㝔ᕤ࣭ᒾᐊᚨேࠊ京大㝔ᕤ࣭ⰼᡣ❳ஓࠊዉⰋ

㧗ᑓᑓᨷ⛉࣭ᒣ୰ᖾ୍㑻で࠶った。ῧの┿ࠊࡣᤵ㈹ᘧのᵝᏊ㸦㒊㛗ポࢱࢫー㈹ཷ

㈹⪅㸧!

ᅇࠊポࢱࢫーሙが⊃ったࡇ㟈⅏の㟁ຊ㊊のᙳ㡪にࡿࡼ✵ㄪつไ࠶ࡶってࠊ

ーࢱࢫポ࠸⇕にࡶᚰ㌟ࡾ࡞にࡃࡔった。ⓙがờ࠶ែで≦ࢼウࢧࡣたሙࡕ‶ウㄽに࠸⇕

ᛌにࡣཧຍ⪅のⓙᵝࠊ⪅Ⓨ表ࠊࡃࢇࡋࡣのࡿሙに㛗㛫ᒃࠊったが࠶シࣙンでࢵࢭ

ឤࡌたᛮ࠺。✵ㄪのၥ題ࢆࡴࡸࡣᚓ࠸࡞≧ἣでࡋたがࠊሙ☜ಖの᪉ࡣ大ᐇ⾜ጤဨ

ࢱࢫポ࠺ྜ࠸ྥࠊࡣてࡋた。┠Ᏻࡋࡲ࠸ᛮ࠸㸧Ⰻࡽ࡞⬟㸦ྍࡿࡁの๓ㄪᩚで

ーのࣝࢿࣃ㛫のᖜࠊࡣⓎ表⪅がᒃࡿ᮲௳で᭱ప㸰ேが୪ࢇで㏻れࡿᖜࢆ☜ಖࡿࡍのが࠸ࡼ

!。たࡋᖜで࠸࡞ࡁでࡅᢤࡾ㏻ࡾ㝈࠸࡞ࡽධࡅศࡿ࠸㉁ၥ⪅が❧ってࡣᅇ。ࡍࡲ࠸ᛮ
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┿㸸㒊㛗ポࢱࢫーཷ㈹⪅㸦ᤵ㈹ᘧにて㸧

௨ୖ。
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化学工学会第 !" 回秋季大会#

名古屋工業大学# $%&&年 ' 月 &! 日～&( 日#

シンポジウム!! 㸺᭱ඛ➃学ᕤ学にᐤࡿࡍᬗᯒᢏ⾡㸼

!ーࢨイࢼ࢞ー࢜ ! ෆ⏣༤久㸦ಙᕞ大㸧࣭ ᇛ㐨! ಟ㸦࣓ࣝシࣕン㸧࣭ ᒣ༤志㸦ᮾ京㎰ᕤ大㸧

࠙趣旨ࠚ

ᬗᯒᢏ⾡ࡣ㸪་⸆࣭㣗ရのࡎࡽ࡞ࡳ㸪ࣀࢼᮦᩱ࣭⏕యᮦᩱの࡞࠺ࡼඛ➃ᮦᩱ開Ⓨศ㔝㸪

の᭱ඛ➃学ᕤ学ศ㔝でά⏝されて࡞ቃ㛵㐃ศ㔝⎔࡞の᭷౯≀ᅇࡽỈࡣ࠸ࡿ࠶

㧗⣧ᗘᮦᩱのᐇ⌧にᚲせࡸた㧗ᶵ⬟ᛶᮦᩱࡋ⏝ࢆ㸪⤖ᬗࡣ㸬ᮏシンポジウムでࡿ࠸

て࠼ᨭࢆで㸪᭱ඛ➃の学ᕤ学ࡲ✲◊⏝ᛂࡽ♏ᇶࡿࡍከᙧ࣭⢏ᚄ࣭ᙧែ࣭⣧ᗘに㛵ࡿࡍ

のⓙࡃたከ࠼㉸ࢆ㸬ศ㔝ࡿࡍⓗ┠ࢆࡇࡿࡍてάⓎに㆟ㄽ࠸ࡘᬗᯒ◊✲に࡞ᗈ⠊ᅖࡿ࠸

ᵝのㅮ₇⏦㎸ཧຍ࠾ࢆ㢪ࡋ࠸た࠸㸬
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学ᕤ学! ➨㸲㸱⛅Ꮨ大

シンポジウム㸺ᮦᩱ࣭⏺㠃ウㄽࠕሬᕸᢏ⾡表㠃ຍᕤࠖ㸼! ሗ࿌᭩

ーࢨイࢼ࢞ー࢜

୕㍯㟹㸦୕⳻学⛉学ᢏ⾡◊✲ࢭンࢱー㸧

Ᏻ井㇏㸦ఫࣜࢫー࢚ム㸧

Ᏻཎ㈼㸦୕⳻〇⣬㸧

ᮏシンポジウムࡣᒎᮃㅮ₇㸯௳ࠊᣍᚅㅮ₇㸱௳୍ࠊ⯡ㅮ₇㸰㸮௳でᵓᡂされࠊ⛅Ꮨ大㸰

㹼㸱日┠に開催された。ㅮ₇ࡣ大学㸯㸰௳࣭ᴗ㸯㸰௳のෆヂでࠊ年にẚて大学のẚ

⋡が㧗った。⫈ㅮ⪅ࠊࡣ年㏻ࡾሬᕸᢏ⾡ศ⛉ࢆ୰ᚰࡋたᴗのẚ⋡が㧗った。

≉に㸯日┠ࡕ❧ࡣぢ⪅がᩍᐊࡽ⁄れࡿ⛬の┒ἣでࠊ⫈ㅮᕼᮃ⪅がධሙでࡎࡁにウㄽの㐠

Ⴀにᨭ㞀ࢆ᮶ࡍ≧ἣで࠶った。ࡇࡑでࠊ大ᮏ㒊のࡈ㓄៖にࡾࡼ㸰日┠ࡣሙࢆ大ᩍᐊに

。た࠸ࡔた࠸てࡋ⛣

ᅇࠊᮏシンポジウムでึࡣのヨࡋࡳてࠕⓎ表㸯㸰ศ㸩ウㄽ㸶ศࠖ࠺࠸ウㄽ㔜どの

㛫㓄ศࠊࡋάⓎ࡞ウㄽࡇ࠺⾜ࢆがでࡁた。ణࢵࢭྛࠊࡋシࣙンのᗙ㛗にࡣᚑ᮶௨ୖの

。࠸たࡆୖࡋ⏦てឤㅰࡵᑾຊにᨵࡈ࡞ከ大ࠊࡾ࡞にࡇࡃࡔた࠸ࢆ㈇ᢸࡈ

ෆᐜⓗにࠊࡣሬᕸ࣭⇱に㛵わࡿᐇ㦂࣭ ᐃ࣭ᩘ್ゎᯒࢆᗈ⠊ᅖに⥙⨶ࡋてࠊࡾ࠾ᮏ学⾡

ศ㔝にࡿࡅ࠾ᅜෆ᭱大つᶍのシンポジウムࡋてのᙺࢆᯝたࡋた。ࡲたࠊ学ᕤ学௨

እࡽのᣍᚅㅮ₇にࡿ࡞␗ࠊࡾࡼプࣟーࢳにࡿࡼ⌧㇟の⌮ゎࡇࡿࡵ῝ࢆにᙺ❧った

ᛮわれࡿ。

௨ୖ
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බ┈社ᅋἲே学ᕤ学! ᮦᩱ࣭⏺㠃㒊! 㒊⾜ሗ࿌㸦!"#!$"%$!&㸧'

㸺ࢵࢭシࣙンᵓᡂ㸼

බ┈社ᅋἲே学ᕤ学➨ !! ᅇ⛅Ꮨ大㸦ᮾ大学㸧"

シンポジウム"㸺ᮦᩱ࣭⏺㠃ウㄽࠕᮦᩱᡂ⏺㠃⌧㇟ࠖ㸼

୍日┠㸸#$%&'#$%(! 㸦㒊㛗にࡿࡼ㒊ᒎᮃࣆࢫーࢳ౫㢗◊✲ㅮ₇ ) ௳㸧

#$$&'#$)! ! 㸦୍⯡◊✲ㅮ₇ $%௳㸧"

日┠㸸#)%$'#)%( ! 㸦୍⯡◊✲ㅮ₇ ( ௳㸧"

୕日┠㸸#&%$'#&%(! 㸦୍⯡◊✲ㅮ₇ ( ௳㸧"

㸪ࡧࡼ࠾

シンポジウム"㸺ᮦᩱ࣭⏺㠃ウㄽポࢱࢫーࢵࢭシࣙンࠕᮦᩱᡂ⏺㠃⌧㇟ࠖ㸼

日┠㸸*+),!$ ' *+),-! ! 㸦 !! ௳! ࡕ࠺ . ௳ポࢱࢫー㈹ཷ㈹㸧

'ーࢨイࢼ࢞ー࢜ ' 㛗ᑿ大㍜㸦ᮾ大㸧࣭ ᑠᯘⰾ⏨㸦Ⲉᇛ大㸧࣭ ㌴⏣◊୍㸦⚟ᓥ㧗ᑓ㸧

➹㸸㌴⏣

!"#! 年 %月 #%日㸪!" 日㸪!# 日の ( 日㛫にわたࡾᮾ大学でබ┈社ᅋἲே学ᕤ学➨

)) ᅇ⛅Ꮨ大が開催された。プࣟࣛࢢムࡾ࠾㸪ᮦᩱ࣭⏺㠃㒊の㒊ᮏయのࢵࢭシࣙン

でࡶከࡃのⓎ表が࡞された。ᅇࡃࡣに㒊ᮏయの⾜ሗ࿌᭩のసᡂのᢸᙜに࠶たって

!た㸦ࡋ⫈๓ᖍでᣏࢆにⓎ表ࠎ㸪久ࡾ࠶ࡶࡇた࠸ 㸪ᆅ㟈ࡣ㌟でⓏቭ㸧。➹⪅⮬㌟⮬ࡣ௳

ᚋࡣㅖ⯡のฎ⌮でにᛁẅされ㸪⮬ศのⓏቭ日௨እに学ᕤ学の⛅のᅜ大の

ሙにࡽ࠸れた࠸ࡣࡇっ࡞ࡶ࠸ったࡾ࠶ࡶࡇ㸪ࢭࡸࡸン࣓ࢳン࡞ࣝࢱࡋさࢆឤ

ࡔࡇ࡞ᖾ㐠ࡣࡇࡿࡁᣏ⫈でࢆのㅮ₇ࡃてከࡋった。学に日⛬ཧຍ࠶ࡶࢁࡇࡿࡌ

。たࡋᐇឤࡃ࡙ࡃࡘ

ಶࠎのⓎ表ෆᐜに࠸ࡘてࡣ㸪Ⓨ表⪅ࡑれࡒれの◊✲の㐍ᤖにᛂࡌてሀㄪ࡞ሗ࿌が࡞され

たࡣࡇ᫂ࡽで࠶ったので㸪ࡇࡇでࡃࡣに➹⪅の༳㇟ࢆ㏙࠼⪄࠸࡞ࡣࡇࡁࡿ

!。ࡿ ௳のᣍᚅ◊✲ㅮ₇㸦㛵㇂Ặ࣭ᰁ㇂Ặࠕプࣜンࢫࢡࢽࣟࢺࢡ࢚ࣞࣝࣈࢱの᪂ᛂ⏝ᑗ᮶

ᒎᮃ 㸦ࠖᒣᮧᖿ⤂㸧㸪大ᅬẶࠕᚤᑠࡋ࡞わ㸸࣐イࣜࣟࢡンࣝࢡの◊✲ 㸦ࠖ塩井ᖿ⤂㸧㸧

㸪ࡾ࠶のでࡶࡿࡏさࡌឤࡋࡦࡋࡦࢆ⭎のᡭࣝࢼシࣙࢵ࢙ࣇれた◊✲のプࣟࡄࡍࡶれࡎ࠸ࡣ

⫈ㅮ⪅ࡑれࡒれにࢆ࠼⪄࡞ࢁ࠸ࢁ࠸わࡏたࡶので࠺ࢁ࠶ᣏᐹࡿࡍ。㏻のࡇで࠶ࡣ

て㸪࠸࠾Ⅼにࡿ࠸でࢇໟᣓⓗにྵࢆෆᐜ࠸ࢁࡦࡤࡣてẚ㍑ⓗࡋシࣙンయࢵࢭが㸪࠺ࢁ

学ᕤ学のᅜ大࠸ࡋࡽ㞺ᅖẼが࠶った。ポࢱࢫーࢵࢭシࣙンࡶᐇࡋてࡾ࠾㸪)) ௳

のⓎ表のࡕ࠺ * ௳がഹᕪでポࢱࢫーඃ⚽㈹に㑅ฟされた。ᐑཎ㒊㛗のⓎにࡵࡌࡣࡿࡼ

てのࡋࡳࢁࡇࡇてポࢱࢫーࢵࢭシࣙンの࠶に㒊学⏕̿ⱝᡭ◊✲⪅ὶがࡽࡦれ㸪
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┒ἣで࠶った。

ᅇ㸪ཱྀ㢌ㅮ₇にさࡔࡁってᐑཎ⛱㒊㛗の !" ศ㛫の㒊ᒎᮃࣆࢫーࠕࢳᮦᩱ࣭⏺㠃㒊

のࡇࠕࠖࡲ࠸ࠕれࠖࠖࡽ が࡞された。ࡑの࡞でᐑཎ㒊㛗がࡃにᙉㄪࡋて࠸たの

ࡾにわたࡾ༑年వࡽ㒊Ⓨ㊊ᙜึࡣࡇのࡇ。ったࡔ㒊ࠖࡿࡍ㔜どࢆ㆟ㄽ࣭ウㄽࠕ㸪ࡣ

ᶆㄒⓗࡃࡈࢆれࡑ㸪ࡶࡽが࡞ⲉὒࡶ⪅➹㸪ࡾ࠶でࡇたࡁᶆᴶされてࡋ࠼ࡾࡃにࡡࡘ

にព㆑࡞ࡋがࡽ㒊にཧຍࡋてࡁた࠺ࡼにᛮ࠺࠾ࡕ࠸。࠺㸪㆟ㄽࢆάᛶ࠺࠸ࡿࡍのࡔ

シࢡ࡞༢⣧࠺࠸㸪࠸ࡲࡿ࡞ࡤࡡࡏⓗにດຊ⌮≀ࡶࡃに࠺ࡼࡿࡍࢆ㉁ࡣれࡇࡽ

ࣙン᪉㔪で㸪ࡸたࡽに㉁ၥࡍ࠼ࡾࡃࢆⒷࡣ㌟に࠸ࡘてࡲࡋった。ࡑのពで㸪ࠕウㄽのሙ

ࡔࡅわ࠸࡞ࡣయឤⓗ㐪ឤࡣにࡅわࡾࡣ㌟⮬ࡋにわた࠸たࡌᶆㄒ࠺࠸ての学ࠖࡋ

が㸪ࡇࡑにලయⓗࢺࢵ࣓ࣜ࡞のイ࣓ージࡍࡔ࠸ࡳࢆປࢆわたࡋたࡕ⮬㌟がࡽࡣってࡁてࡣ

ࡁたࡌ㛢ࢆ▛てࡋၥ⮬㸽㸪ࡣ学ࡿࡍ㸪さてウㄽࡕわ࡞ࡍ。࠺にᛮ࠺ࡼった࡞࠸

に࠶たࡲにἷࡪගᬒがࡇ࠺࠸࠸࡞ࡵࡘ㸪でࡊ࠸ࡣウㄽ࠺࠸のࡽࡔ㸪ᐇ㝿に

ၥ⟅ࢆ㛫᩿ࡋࡃ࡞てࡿ࠸ሙに࠶࠸わࡏたࡁに࡞にࢆᚓࡿ࠺㸽࠺࠸ၥ࠸にࡇたࡽ࠼

れ࠺࠸࠸࡞ၥ題でࡶ。ࡿ࠶っ࠺࠸㸪ࡸたࡽに㉁ࡿࡍࢆດຊにࡣたࡋてពがࡿ࠶

の࠺࠸࠺ࢁࡔ⮬ᕫ┬でࡿ࠶。

ᅇ୕ࡣ日㛫㸪࢜ーࢼ࢞イࢨーのᮎᖍࡋてⓎ表ࢆᣏ⫈࣭ᣏぢさࡏて࠸た࠸ࡔたࡇ

た。㸦➹⪅がሗ࿌ࡳてࡋ⪄ⓗに✵ࡋࡇࡍࢆての学ࠖࡋウㄽのሙࠕのࡑので㸪ࡿ࠶ࡶ

᭩ࢆᅇᢸᙜࡋたのࡣ㸪ࡌっさ࠸のࢵࢭシࣙンのᐇに࠶たってのᐇົࡣ㛗ᑿᖿ㸪ᑠᯘ

ᖿににࡶって࠸た࠸ࡔたࡽでࡑ。ࡿ࠶のពで㸪ࡲさに࢜ーࢼ࢞イࢨーのᮎᖍで

㸧。ࡿ࠶

学にで࠺࠸ࡿのࡣ㸪࡞ににࡼࡏ日ᖖࡿ࡞␗ࡾ࡞ࡣᚰ㇟ࡶࢆたࡋࡽてࡃれࡿのࡣ

ᐇでࣆࢫ。ࡿ࠶ー࢝ーࡋてⓏቭࡁࡿࡍのࡕࡈࡈ࠸のᝏさ
㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬

れࠖでᾘኻ࡞ࠕてࡋっࡅࡣ

㸪Ⓩቭணᐃのᩘ日๓ࡶ学にでてࢇ࡞ࡾ㸪㛗年にわたࡣࡇ࠸࡞ࡣのでࡶ࡞࠺ࡼࡿࡍ

のでࡶ࡞࠺ࡼࡃ࠸ってࡲたがってᙅࡋにࡿࡡさࢆᙇឤぬが㱋⥭࡞࠺ࡼࡿࡍࡾ࡞ࢇࡆのࡽ

Ⓩቭࡣれࡇ。ࡔࡽ᫂ࡶࡽࡇ࠸࡞ࡣ
㸬㸬

。࠸ࡁが大ࢁࡇࡿࡼ㓄⨨㛵ಀに࡞ⓗ⌮≀࠺࠸

ዶⓗにឤࡤ࡞ࢆ⥺どࡿࡃてࡅࡴがࢫン࢚ࢹー࢜༑ྡのᩘࡣ࠸て࠸㸪たࡣー࢝ーࣆࢫ

のࠖࡶࡋࡽさࠕ࡞の≀⌮ⓗࡇ。࠸࡞ࡽ࡞ࡣてࡃ࡞でヰさࡾࡦࡔ࠸࠶のࡃࡽࡤࡋ㸪ࡽが࡞ࡌ

ឤぬࡣ㸪た࠼ㅮ⩏࡞でከࡃの学⏕の๓でヰࡇࡿࡍࢆに࡞れて࠸てࡶ㸪ࣆࢫー࢝ーഃ

がࠕ㛛ࠖࡃᩙࢆ❧ሙに࠺࠸ࡿ࠸⤯ᑐⓗ࡞㛵ಀᛶのࡁࡧࡃが࠺ࡻࡌ࠸ࡿ࠶㸪ࡑれูࡣ≀

でࡿ࠶。Ⓩቭࡋて࢜ー࢚ࢹンࢫの║๓でヰࡍ㸪࠺࠸≀⌮ⓗ࡞㓄⨨ୗに࠾れたࡁ㸪

て㸪たࡋにᑐࢫン࢚ࢹー࢜ったࡔの୍㒊ࡑで⮬ศがࡲれࡑᙉไⓗにࡤわ࠸ࡣー࢝ーࣆࢫ

ったࡾࡦ㸪ࠕ࡞እ㒊⪅ࠖの❧ሙ㌿ࡇࡿࡍに࢜。ࡿ࡞ー࢚ࢹンࡇࡣࢫの▐㛫に

Ⓩቭ⪅ࢆにど⫈ᑐ㇟ࡋてᢅࡵࡌࡣ࠸㸪同にⓏቭ⪅࢜ࡣー࢚ࢹンࢆࢫ⮬㌟ࡽ

に㸦ពᅗⓗに㸧≀⌮ⓗにᘬࡁ㞳された㞟ᅋࡋてㄆ㆑ࡊ࠸。࠸࡞࠼ࢆࡿࡊࡏヰࡵࡌࡣࡋ

。ࡿ࠸てࡅྥࢆ⥺に⮬ศにどᩧ୍ࡣࠖࢫン࢚ࢹー࢜ࠕた࠸で⮬ศがࡲࡲ࠸㸪ࡿࡍ࠺ࡼ

㸦ࡶࡃ࡞ࡃࡍ㸪࠺ࡑឤࡽࡌれࡣࡇࡿ㔜せでࡿ࠶。㸧ࣆࢫー࢝ーにってࡣ㸪࡞にᙉไ
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ⓗにᑂุのຊሙにࡔࡾࡎࡁࡦされてࢧーࣛࢳイࢆࢺᐜ㉧ࡃ࡞㞟୰ⓗに࠶てࡽれた࡞࠺ࡼᙜ

ᝨឤがࡾ࠶㸪ࡲたࡑれࢆᖖ㆑ⓗࡾࡸ࡞たでࡃ࡞ࡘࡑ⤀ኈⓗにฎ⌮ࡇࡿࡍࢆがồࡽࡵれ

てࡇ。ࡿ࠸れࡣᑐ↷ⓗに㸪࢜ー࢚ࢹンࢫのഃࡣ㡰⧞ࡾにⓏቭ⪅が᭰࠺ࡼࡋ㸪ࡲ࠶

㸪ࡸ࠸㸪ࡣってࡼに࠸࠶ࡤに㸪ࡿࡍ࠺ࡼ。࠸࡞ࡣࡇࡿ࠼ኚࢆの㛵ಀᛶ⪅Ⓩቭ㌟⮬ࡾ

ン࢚ࢹー࢜。ࡿ࠶のでࡿ࠸てࡋっ࠺ࡰにࢇ㸧㸪た࠸࠶ࡤ㸦Ћ➹⪅の࠸࠶ࡤのࡃከࡾ࡞

ࢁࡴ。࠸࡞ᙉせされࡣࡇࡿࡍព㆑ࢆて㸪Ⓩቭ⪅の⪅ᛶ࠸࠾ሙにࡿ࠸て࠸⫈㸪ࡣのഃࢫ

ࢫ㸪≀⌮ⓗにࡣࡇ࠺࠸ࡿ࠶でࢫン࢚ࢹー࢜ࡶࡃ࡞ࡃࡍが㸪ࡔの࠸ࡼࡶてࡋព㆑ࢇ

ࡌࡣഃࢫン࢚ࢹー࢜㸪ࡣれࡇ。࠸࡞ࡋࡣᙉせされࢆࡇࡿࡍព㆑ࢆの⪅ᛶー࢝ーࣆ

ἣに≦࡞ⓗ⌮≀࠺࠸㸪ࡿ࠸てࡵ═ってࡶࢆ⿱వࢆー࢝ーࣆࢫࡿわれ࠸ᆘって㸪っ࠷

▐㸪ࡣ㛵ಀᛶ࡞⛠の㠀ᑐࡔ࠸࠶のࢫン࢚ࢹー࢜ー࢝ーࣆࢫのࡇ。࠸ࡁが大ࢁࡇࡿࡼ

㛫▐㛫にࡶのࢆࡈฎ⌮ࢆࡇࡿࡍせồされࡿ日ᖖのᴗົでのࡰᑐ⛠ⓗ࡞ヰのሙ㠃

って㸪║๓࠶のでࡶ࡞学に≉␗ⓗࡾ࡞ࡣࡘࡌ㸪ࡾ࡞ࡇࡣ #+ にࡿ࠸┦ᡭ࢝ࢫࢹࠕ

ࡶࢆのணഛⓗ⭺╔ᛶࡹࡋっ࠸ࡣ⛠の㠀ᑐࡇにࡽさ。ࡿ࡞␗ࡃったࡲࡣのࡿࡍシࣙンࠖࢵ

たࣆࢫ。ࡍࡽー࢝ーのഃにたたされたࡁの࣭ࡿ࠾ࡇࠕたࡇࠖࡿࡲにᑐࠕࡿࡍᛧれ㸦ࡧ

㸧ࠖࡾࡧ ってᏐࡴ㸪⣬㠃にࡣにࡽさ。࠸࡞ࡣᚰ㇟でࡿࡌឤࡣの⏕άでࢇࡔࡩ࡞࡞㸪ࡣ

㸪ࡶての⭺╔ឤぬ࠸࠾ពに࠺࠸ࠖ࠸࡞ࡇがでてࡇࡃ᭩ࠕసᴗの㝿のࡿࡅ⥆ࡁ᭩ࢆ

のࢫン࢚ࢹー࢜ࡶって࠶て㸪୍⯡ⓗに㸪学でࡋれにᑐࡇ。ࡿࡍ㐪┦ࡣのయឤⓗᛶ㉁ࡑ

ഃࡣⓏቭ⪅のឤࠕࡿࡌ⭺╔ᑍ๓ឤࠖࢆឤࡶ࠸࡞ࡌので㸪ࡼወ␗ࡇ࡞が࠸࡞ࡽࡇ࠾

ࡿ࠸ࡣࡩ学のሙに。࠸ࡼって࠸ࡿ࠶㡻╔で↓ࡣឤにࢡࣂࢡࣂーの࢝ーࣆࢫ㸪ࡾࡂ

㸪∦᪉にࡘ㸪ࡾ࠾てࡋ᥋ࢆって㎶࠶の㒊ᒇにࡘࡦたがࡾ࠶の✀㢮のᚰቃのࡇ㸪

。ࡿ࠼ぬࢆឤぬ࡞にᛮ㆟ࡇࡿ࠶でูୡ⏺でࡿࡲࡣ୍᪉ࡣって

! ே⏕の࠸▷。ࡿࡃってࡸってࡽࡣࢆປຊの㛫ࡾ࡞れࡑのேがࡃከࡣ㸪学にࢇࢁࡴ

㈗㔜࡞㛫ࢆࡃのࡽࡔ㸪ࡑれࡅࡔのࡏࠕっࡃ学に᮶たのࡽࡔ㸦Ѝ学にࡁた

㸧ࠖ࠸ࡋឤぬが࠸࡞てࡶࡋにࡁ がに࡞࡞࠺ࡼࡿれࡃて࠸ࡃࡴᚰឤぬに࡞┤⋠࠺࠸

ࡶࡑ㸧ࡶって࠶の学でのが㸦ࡶ࠺࠸㸪学ࡣ⪅➹ࡣࡘࡌ。ࡔ↛ᙜࡣの࠺ᛮ࠸ࡋ

ࡑ࠺࠸ࡿࡍにཧ㞟ってにわࡄࡃ࠸ࢆ日ᖖ࡞れにከᛁࡒれࡑ㸪≉ᐃከᩘのேがࡶࡑ

のᛶ㉁ୖ㸪ࡑれ⤯ᑐⓗにࡣインࣞࣆࢫーシࣙンに‶ࡕたࡶのでࡶࡿ࠶ᛮわࡋ࠸࡞㸪

⫈ᣏࡅࡔ㛫࡞ࡎわࢆのヰࡾࢁࡇ࠸ࡼの✲◊ࡤわ࠸ࡿࡼの◊✲⪅に㸪ࡣてࡋࡲ

࠺ࡼࡿれࡃてࡋ࠾ࢆウࣟコࡽ┠れがࡑてࡋのⓎ表ෆᐜࡑに࡞って㸪࠸ࡽたࡋ

ࡵᛕのた。࠸࡞ᛮわࡣࡿ࠶࠺ࡑ࠺ࡑがࡇ࡞࠺ࡼࡿれࡃてࡋࡽたࡶࢆ┈ᚚ࡞ၨⓎⓗ࡞

ゝࡍれࡤ㸪ࡇれࡅࡣっࡋて学でⓎ表されࡿㅖ◊✲⩌が↓ពで࠸ࡿ࠶ってࡿ࠸ので

ᡂᗘࡿࡼ㸪学⏕ㅖẶにࢡࢵࢽࢡࢸれ㸪Ὑ⦎されたࡽࡆ࠶ࡳ✚㸪㛗年ࡸのປసࡑ㸪ࡃ࡞ࡣ

の㧗࠸プࣞࢮン㸪ࡑれྍࢆ⬟にࡋてࡿ࠸ᩍဨのᩍ⫱⬟ຊの㧗さにࡤࡋࡤࡋࡣឤჃࡋ㸪わた

イ⇕ேにࢆࡇのࡘࡦ㸪࠺࠸㏫に。࠸がከࡇࡿࡌឤ࠸࡞ࡁᗏで฿ࡣ㌟に⮬ࡋ

ンࣞࣆࢫーシࣙンのⴌⱆࢆ㎸ࡵてヰ࠺ࡼࡿࡏにࡲ࠸ࡽࡃࡿ࡞で◊㛑࠺࠸ࡴࡘࢆのࡣ㸪ࡑ

のࡄࡍ࡞࠺ࡼれた◊✲⪅の㧗࠸ポࢸンシࣕࣝࡶࢆってࡋてࡶ㸪ࡾࡣࡸ㠀ᖖにたࡇ࡞ࢇ࠸
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っれにࡔ㸪ࡣࡇ࠺࠸࡞ࡘᨺࢆーシࣙンࣞࣆࢫに㸪インࡿࡍ࠺ࡼ。࠺ᛮࡔの࡞

てࡶ୪እれて㞴࡞ࡇ࠸ࡋのࡋࡔ㸪ࡑのࡣࡇ࡞࠺ࡼにわに┠ᶆにࡇࡁࡿࡍで࡞ࡶ

が㸪࠸たࡌࡇ࠺࠸ࡿࡳてࡋでⓏቭࢇࡪࡌᐇ㝿にࡾࡣࡸ㸪ࡶ学で࡞࠺ࡼの㸪ࡔた。࠸

シンプࣝ࡞ពで≀⌮ⓗ࣭ᙉไⓗにヰࡋᡭ⮬㌟࢜ࢆー࢚ࢹンࢫにᑐࡋてに⪅にࡋ

てࡃれࡿので㸪ࡑのࡁにⓏቭ⪅がឤࡿࡌᐤࡿ㎶のࡕࡈࡈ࠸࠸࡞のᝏさ
㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬

が学の᭱大のព

㸪ࡽが࡞ࡋࢆ࠸࠸ࡑࡰࢁࡇࡇ㌟で⮬ࢇࡪࡌࡾࡣࡸࡣ㸪学ࡣのពでࡑ。࠺ࢁࡔの࡞⩏

っ࡞ከᩘのど⥺に⮬ព㆑㐣にࡿࡃでࢇࡇࡋぬᝅで㸪็㑣さࡶᣦ࡞ᢈุⓗࡸㄗㅸࡤ࡞

て࡞ࡾࡧࡧがࡽⓏቭࡋ㸪ヰࡇࡍが㔜せ࡞のࡔᛮࡃࡽࡑ࠾。࠺た࠸て࠸のሙྜ㸪࢜ーࢹ

ーの࢝ーࣆࢫࡣࡾࡌࢇࡲࡣにࡿ࠸て࠼⪄ーが⮬ព㆑㐣Ẽに࢝ーࣆࢫࡣࢫン࢚

࠼ᩒࢆ⥺ど࡞࠺ࡼࡍの่ࢫン࢚ࢹー࢜のࡑ㸪ࡣー࢝ーࣆࢫが㸪ࡔ。࠸࡞࠸ࡣてࡳࢆࡇ

てࣞࢺーࢽン࣭ࢢシ࣑ࣞࣗーシࣙンに⏝ࡇࡿࡍが⫢せ࡞の࠺ࢁࡔ。

ᐑཎ㒊㛗が ( 日㛫にわたࡋ࠼ࡾࡃࡾゝཬࡋたࣇࣝࢭࠕⓏቭのࠖࡵࡍࡍのࡣ࠸ࡽࡡ㸪

た࠼㥆れぶࡔࢇࡋ学ᕤ学で࠶ってࡶ !" ศ㛫のࣆࢫーࢳのࠕࡔ࠸࠶さࡶࡋࡽのࠖに࡞

学。࠺ࢁࡔࡇ࠺࠸㸪࠺࠾わࡌ࠶でࢇࡍࡍࢆࣝࣜࢫࡿ
㸬㸬

㸪日ᖖ࡞ἑ㉕ささ࠸㸪࠺࠸

࠸ࡲ㸪ᛀれ࠼⪄࠺ࢁࡔの࡞れࡑࡣά⏝ἲ࡞ᇶᮏⓗで㔜せࡶっࡶープのࢣࢫ࢚のࡽ

ᛮった。
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㸰㸮㸯㸰年㸷月㸰㸴日

学ᕤ学! ➨㸲㸲ᅇ⛅Ꮨ大㸦!"#! 年 $ 月 #$ 日㹼!# 日ࠊᮾ大学にて㸧%

シンポジウム㸺ᮦᩱ࣭⏺㠃㒊! ᬗᯒᢏ⾡ศ⛉㸼

シンポジウムࠖሗ࿌᭩ࡿࡍᬗᯒᢏ⾡に㛵స᧯࠺కࢆ㇟⌧ᅛࠕ

ーࢨイࢼ࢞ー࢜

⚟井ၨ㸦රᗜ┴❧大学㸧

๓⏣ග㸦රᗜ┴❧大学㸧

ᮏシンポジウムࡣてබເにࡶࡿࡼのでྜࠊィ㸰㸷௳のㅮ₇Ⓨ表が⾜われた。ᮏ⛅Ꮨ大

のึ日の日㸰日┠の༗๓୰に開催された。大学ࡽ㸰㸲௳ࠊ㧗ᑓࡽ㸲௳ࠊᴗ

ᛮのⓎ表がᚲせࡽᚋᴗࠊࡾ࠶のⓎ表でࡽが大学㸯௳のⓎ表が⾜われた。Ṥࡽ

われࡿ。ℐ㐣㛵ಀࡽのⓎ表が㸰௳ࠊࡾ࠶ศ㔝の㐃ᦠࢆ㐍ࡇࡿࡵがᮏ◊✲ศ㔝のⓎ

ᒎに㔜せࡽ࠼⪄れࡿ。Ⓨ表㸯㸰ศࠊ㉁㸶ศでࢇの◊✲Ⓨ表が⾜われࠊィ⏬㏻ࡾ

に㡰ㄪに開催でࡁた。ᩍᐊࡣ⾜⛬でࡰ‶ဨの≧ែで┒ἣで࠶った。㉁㛫が㸶ศで

᠁日ののఇึ。ࡿᛮわれࡁࡍ⥆⥅ࡣムࢸࢫのシࡇࠊウㄽがάⓎに⾜われࠊࡵたࡿ࠶

㛫にᬗᯒᢏ⾡ศ⛉のᖿ㸦㸰㸰ྡཧຍ㸧ࢆ開催ࠊࡋศ⛉ࡋてのάືሗ࿌ᚋ

のணᐃࢆᑂ㆟ࡋた。≉にࠊ㸰㸮㸯㸲年に㛵すᆅᇦに࠸࠾てࠊ➨㸰ᅇジᬗᯒᢏ⾡ᅜ㝿

㆟㸦&'() －'*+, ྜ同㸧㸦➨㸯ᅇࡣ㸰㸮㸯㸰年㸳月ࢯウࣝにて㸧ࢆ開催ࢆࡇࡿࡍỴᐃࡋ

た。

ᑦࠊබເෆᐜࢆ௨ୗにグ㍕ࡋグ㘓ࡋてࡃ࠾。!

ᚑ᮶のᬗᯒᢏ⾡に㛵✲◊ࡿࡍᬗᯒࢆᗈ⩏ⓗ࠼ࡽたᅛ⌧㇟ࢆక࠺᧯సࠊࡵྵࢆᗈࡃ

බເࡋた࠸。ᬗᯒᢏ⾡ࡣᕤᴗⓗࠊ学ၥⓗにࡶ㔜せ࡞㧗ᗘศ㞳ᢏ⾡でࡿ࠶。ᚑ᮶のᇶ♏◊✲ࠊ

ᛂ⏝◊✲ࠊ⸆ရศ㔝ࠊᕤᴗᬗᯒ࡞ᵝ࡞ࠎプࣟーࢳに㛵ࡿࡍ◊✲ᡂᯝࢆබເࡿࡍ。さࡽ

にࠊᾮయࡽᅛయࠊẼయࡽᅛయの┦ኚ࡞ࡍࠊわࡕᅛ⌧㇟ࢆక࠺⌧㇟のᛂ⏝⌧

㇟のゎ᫂ࠊ࡞ᬗᯒ⌧㇟ࢆᗈ⩏にᤊࠊ࠼㛵㐃ࡿࡍከࡃのศ㔝ࡽのⓎ表ࢆᮇᚅࡿࡍ。ᬗᯒ

ᢏ⾡のᑗ᮶ࡅྥた᪂ᒎ開ࢆ┠ᣦࡍ。! Ⓨࠕࡣ㸪ᮏシンポでࡃࡍᮇᚅࢆウㄽ࡞㸪άⓎ࠾࡞

表㸯㸰ศ㸩ウㄽ㸶ศࠖの㛫㓄ศࡋ㸪ࠕウㄽでࡿࡁ᪉ࠖにࡈⓏቭࢆ㢪࠺。! !

௨ୖ!
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学ᕤ学! ➨㸲㸲⛅Ꮨ大

シンポジウム㸺ᶵ⬟ᛶ㧗ศᏊᮦᩱに㛵㐃ࡿࡍᢏ⾡の᪂ᒎ開㸦ᮦᩱ࣭⏺㠃㒊㸧㸼! ሗ࿌᭩

ーࢨイࢼ࢞ー࢜

ᚨᒣⱥ㸦ᮾ京㎰ᕤ大学㸧

℧ኴ㑻㸦京都大学㸧

ᮏシンポジウムࡣᒎᮃㅮ₇ ! ㅮ₇⯡୍ࠊ௳ "! ௳でᵓᡂされࠊ⛅Ꮨ大 #日┠に開催され

た。ㅮ₇ࡣ大学 "$ ௳࣭ᴗ " ௳のෆヂでࠊ大学のẚ⋡が㧗った。⫈ㅮ⪅ࠊࡣ!# ࡽの

ᒎᮃㅮ₇でࡣ !$$ ྡ⛬ᗘࡲࠊࡾ࠾たࠊ%&$$㹼!'&($ てࡋ㏻ࢆ )$ ྡ⛬ᗘࡾ࠾┒ἣで࠶った。*

ᮏシンポジウムでࠕࡣⓎ表 !" ศ㸩ウㄽ +ศࠖ࠺࠸ウㄽ㔜どの㛫㓄ศࡋた。ウㄽ

㛫୍ᮼࡲでሙࡽの㉁がάⓎに⾜われࠊ༑ศ࡞ウㄽࡇ࠺⾜ࢆがでࡁた。ࡲたࡇࠊの

Ⓨ表ࢱࢫイࣝがᐃ╔ࡋてࡇࡿ࠸が❚われた。

Ⓨ表ෆᐜࠊࡣⓎ表のࢇてがࠊᶵ⬟ᛶ㧗ศᏊᮦᩱ㸦ᕤᴗ⏝ࠊ⎔ቃ⏝ࠊ་⒪⏝ྛࠊ

⾡でのᵓ㐀ไᚚᢏࡲᵓ㐀ࣟࢡ࣐ࡽࣝ࣋のศᏊࣞࡑࡧࡼ࠾ࠊ⏝ᛂ㸧の開Ⓨ⏝ࢫイࣂࢹ✀

に㛵ࡶࡿࡍのでࠊࡾ࠶㧗ศᏊᮦᩱ開Ⓨにࡿࡅ࠾学ᕤ学のᙺࡸ㈉⊩ࢆ༑ศにㄆ㆑でࡿࡁ

ࡔた࠸ᥦ౪ࢆヰ題࡞ࢺࢵ࣍ࡿࡍに㛵ࣈーࣗࢳࣀࢼン࣎ー࢝ࠊࡣった。ᒎᮃㅮ₇で࠶のでࡶ

。た࠸

௨ୖ

資料3H	>ä



�ì�Û�d�Û�'¨ ! " �G&Å�Ø�±� #�©�å�Ï�ª�˜�Ò $%&#

�� ���æ�†�¸�:�›'�7Á�å'¼�b�š�¿�Ý� �î�¹�Â�–�«�b�‚�Ž6ä #>+�¦�q�í�É�ß��«�í�©�«�¸�Ò>+ �� #

���Ì�i #

�•�©�å�Ï�ª�˜�Ò�c �š�¿�Ý� �î4Š��
�¦�q�í#ú8�4Š� �
�o�Â�d�Û4Š� �b�U4Š�¹&�[�
&Å�Ø

�±��6�¥ �?�}�U �¥% �_ �?�E�Z 6ä&�I�€�
 �è�W�b ' �ó�b�Í�…1n ‡�†�µ�u�Z �©�å�Ï�ª�˜�Ò²�/

�b1n ‡�X�c ! ' �ó �[�6�W�S�� #

�í.(�è1Â #�[�j #›#Õ#(�‘�^�±�Û )���p �!“ �• 5�º!Þ�q7Á�å�b�*$Ñ5 �ì��

�í�£#ã #�$�‡ #›#Õ#(6×�î�±�Û )��4ß �ì"@(Ô²�[�/7Á �å�_�>�E�•#ú8��b�S4��\�¬� �*�ö�b�î�S�� #

�í�©!) #�Ÿ�§ #›#Õ#(�‘�^�d���±�Û )�����a�æ�,�x�º�´7g7Á�å #%�Ì�ß�È�«�•�–�º�´7g7Á�å�b#ú

8��D�š�\9×� "á�ì %�� #

�M+á1n ‡�[�c�
!Þ�q7Á�å�
 �§��7Á�å�
�´7g7Á�å �^�]�b���a�æ�š�¿�Ý� �î�¹�Â�–�«�†�P1ß�_�


�¦�q6ä$Î �
�S4�0Ž�Ò�
�Ô�¹�Ü�å�¢�^�]�_�X�8�Z�
 �¨�X�b���Ì�@�^�I�€ �S�� #

�r�S�
 �Û#Õ�_�|�•�•8Œ$Î/²�†�P1ß�_�
$Î/²�í%Ê'2Æ���í2A$2�Â'Å�_6õ�K�Z�B���†/œ�8�
�B

���P1ß ' * �ó �b�p�?�} �è�W�b ' �ó�b �Û#Õƒ&½$Î/²29(8p�Y�  )�†4E���K�S�� #

�í �¥� #�ú�Ç #(�±70�Ó'g�±�Û )�� +,- �2�†#Ý�8�S�¼�À(•�Ê�Ÿ8í�_�|�• $./0 �b!Õ*•�‚�ö�>�|

�g���Š�&�Ø�b�¥�V �� #

�í #Ñ�<#�‡�´�• #(�¾�¿�d���±�Û )�� +1/0 #Ý�µ�Ê�¸�ß,>96�˜(Ô9×�(�Ê7Á0Ž2A+w�b�S4��\�ö+� �� #

�í 7?�n�� #8Õ�¸#(�¿4”�±�Û )�� +1/0 �b�•�¯�î�»0•�y�™�_�>�E�•4ß(ò4O–�o�Â�b 5�Ø�k�Ñ�ö �� #

�œ�î�ž�¼�–�¨�î (�¦�q�í#ú8�4Š� �¸�\ )

�¾�¿�d���±�Û ! #ã�s�Õ�W#

資料3H	>å



化学工学会!第４７回秋季大会! セッション!
＜材料・界面討論会「材料創製と界面制御の最前線」＞!

報告書!

オーガナイザー 長尾大輔（東北大学）!
車田研一（福島高専）!
稲澤!晋（東京農工大）!
荻野!勲（北大）!

「部会セッション」募集時、「部会シンポジウム」との区分が必ずしも明確ではなく混乱し

た部分があったが、「部会名に代表されるような研究・技術領域に関する従来形式の企画」

との本部からの説明に基づき「部会セッション」として応募した。本セッションは、口頭発

表部門とポスター発表部門で構成され、口頭部門は招待講演２件を含む計３４件、ポスター

は５２件の発表があった。招待講演者としては北大の佐﨑元先生と、福島高専の佐藤正知先

生の両名を初日"#$#%午前中にお迎えし、それぞれ「高分解光学顕微鏡で見る氷結晶の表面

融解」と「工学に残された大きな分野&きわめて長期間にわたる安全確保が求められる廃棄

物の後始末―高レベル放射性廃棄物等の処分と材料界面過程―」の題目でご講演いただいた。

口頭発表会場は初日から二日目午前まで、材料・界面部会関連の他シンポジウム会場から離

れた位置にあり、会場間を行き来しにくい不都合さから、聴講者数は例年より少ないように

感じた。しかし翌三日目"#$''%からは会場の不都合さが解消され、前日より多くの聴講者が

会場には集まっていた。発表ならびに質疑の方は、討論重視形式（発表'(! 分＋討論)! 分）

ということもあり、深いところまで掘り下げられた議論が行われていた。例年、講演募集時

に材料・界面部会では「討論できる方」に登壇を依頼している。年会では多くの学生がポス

ター発表に移行する中、秋季大会における口頭発表の位置づけ、役割が今後ますます重要に

なってくる。!

以上!
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2016年 10月 24日 

化学工学会 第 47回秋季大会（2015年 9月 9日（水）～11日（金）、北海道大学にて） 

シンポジウム＜材料・界面部会! 晶析技術分科会＞

「固相の品質制御のための晶析技術に関するシンポジウム（材料・界面部会）（口頭発表）」 

報告書 

オーガナイザー

滝山博志（東京農工大学） 

前田光治（兵庫県立大学） 

! 本シンポジウムは全て公募によるもので、合計 22件の講演発表が行われた。本秋季大会の

初日に開催された。大学から 19件、高専から 1件、企業から 2件の発表が行われた。最近の

発表傾向としてほとんどが大学からの発表となっており、企業からの発表を推奨するような

企画が必要と思われる。本シンポジウムの特徴として、オイリングアウト関連の発表 2 件、

バイオ晶析関連の発表が 2件、デキストリン関連の発表が 2件あった。 

! 発表 12分、質疑 8分であることは事前に案内できていたと思われ、ほぼタイムテーブル通

りに発表を進行できた。晶析研究関連の研究は多岐にわたっているためか全日、聴衆が閑散

とすることはなかった。晶析分科会企画のシンポジウムでは総合討論を最後の時間に行って

いたが、質疑時間が 8 分であったため、特別に討論の時間を設けなくとも、8 分の時間内に

議論できたと思われる。 

なお、本シンポジウムの公募内容を次に記載し記録しておく。 

! 材料・界面部会/晶析技術分科会では、核化成長の晶析現象の理論的な展開や、新たな結晶

性物質の創成、そして固相の品質制御のための応用研究を展開している。晶析に関する新た

な技術は、医薬、食品、新素材開発、環境など幅広い分野に展開されている。本シンポジウ

ムでは晶析技術の横断的な情報交換や議論の場を提供する。なお，活発な討論を期待すべく，

本シンポジウムでは「発表１２分＋討論８分」の時間配分とする。 

以上 
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化学工学会! !第 "# 会秋季大会!

シンポジウム＜実用化を目指す機能性微粒子の高機能化（材料・界面部会）＞! !報告書

オーガナイザー

塩盛!弘一郎（宮崎大学）!

渡邉!哲（京都大学）!

武井!孝行（鹿児島大学）!

本シンポジウムは一般講演! $%件で構成され、秋季大会! &、' !日目に開催された。講演は

大学! $( !件、企業! $!件の内訳で、大学の比率が高かった。シンポジウムをとおして聴講者

は &)～')! 名程度であった。!本シンポジウムでは「発表! $&!分＋討論! *! 分」という討論

重視の時間配分とした。討論! *! 分間に活発な質疑が行われ、十分な討論を行うことができ

た。講演があった微粒子のサイズとしてはナノからミリまで幅広く、また、材料は有機物

や無機物、固体、ゲルなど様々であり、それらの研究開発における化学工学の役割や貢献

を十分に認識できるものであった。! !

以上!
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2016年 10月 24日 

化学工学会 第 48回秋季大会（2016年 9月 6日（火）～8日（木）、徳島大学にて） 

シンポジウム＜材料・界面部会! 晶析技術分科会＞

「【材料・界面部会シンポジウム】(3)晶析技術の実践的チャレンジと最新動向」 

報告書 

オーガナイザー

滝山博志（東京農工大学） 

前田 光治（兵庫県立大学） 

五十嵐 幸一（大阪市立大学） 

日野 智道（三菱レイヨン(株)） 

! 本シンポジウムは全て公募によるもので、合計 17件の講演発表が行われた。本秋季大会の

初日に開催された。大学から 15件、高専から 2件の発表が行われた。オーガナイザーに企業

の方に入って頂き、企業からの発表を促したが、ほとんどが大学からの発表となっていた。

しかし、質疑の時間には多くの企業研究者からの質問が寄せられ、活発な意見交換ができた。

本シンポジウムの特徴として、バイオ晶析関連の発表が 3 件、晶析場を限定した研究発表が

2件、準安定領域に関する発表が 2件あった。 

! 今回も発表 12分、質疑 7分（交替 1分）であることは事前に案内できていたと思われ、ほ

ぼタイムテーブル通りに発表を進行できた。会場には多くの企業研究者が参加しており、具

体的な研究の応用例などを確認する質問が特徴的であった。質疑時間が 8 分であったため、

特別に総合討論の時間を設けなくとも、8分の時間内に議論できたと思われる。 

! 以前の秋季大会では、分科会独自でシンポジウムを開催しているようなシンポジウム名称

となっていたが、本秋季大会からは、材料・界面部会の一つのシンポジウムとして開催して

いることがわかるような名称となっている。 

! 大会実行委員会の推奨通り、セッションの間に 20分の休憩を挟み、タイムスケジュール的

には余裕のあるスケジュールであった。また座長に関しては、1 セッション 1 名としたが、

特に支障なく発表の進行は行えた。 

以上 

資料3H	1>à



化学工学会! !第 "# 会秋季大会!

シンポジウム＜多分野に広がる機能性微粒子の最新開発動向!～基礎から応用まで～（材

料・界面部会）＞! !報告書!

オーガナイザー

通阪!栄一（山口大学）!

迫野!昌文（富山大学）!

新戸!浩幸（福岡大学）!

武井!孝行（鹿児島大学）!

本シンポジウムは招待講演! $!件、一般講演! $%!件で構成され、秋季大会! $、&!日目に開

催された。講演は大学! $&!件、企業! $!件の内訳で、大学の比率が高かった。聴講者は、$%!

時からの展望講演では! %'名程度であり、シンポジウムをとおして &'～%'!名程度であった。!

本シンポジウムでは「発表! $&!分＋討論! #!分」という討論重視の時間配分とした。討論! #!

分間に活発な質疑が行われ、十分な討論を行うことができた。!

発表内容は、機能性微粒子の基礎から応用まで幅広く、機能性微粒子関連分野における

化学工学の役割や貢献を十分に認識できるものであった。展望講演では、様々な特性を有

する ( )*+ ,+-./0+1+! 骨格を持つ新規機能性材料について講演頂いた。! !

以上!
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